
・点　鐘　中里忠夫会長

・ソング　我等の生業

・卓　話　出水 仁様

【会長報告】

　今月のＲＩレートは１４９円です。

　ＭｙＲＯＴＡＲＹへの登録者数は、大野（泰）、

本間委員長のお力をお借りして、２９名、４２％

となりました。ご協力有難うございました。

　先日、所沢での会長幹事会で、２５７０地区の

坂口ガバナーが体調不良で年内お休みとの報

告がガバナー補佐からありました。２０２５－

２０２６年度のロータリー国際大会は来年６月

１３～１７日、台北で開催され、世界から４

万人のロータリアン、ご家族が集まります。

登録料は４７５ドル（４月１日以降は２００ドル

高くなり、６７５ドル）。参加希望の方は公式

サイトから申し込んでください。

　

【幹事報告】

　２０２８－２０２９年度ガバナー候補は鶴ヶ島

ＲＣ所属の齊藤大祐氏です。ＲＬＩ（ロータ

リーリーダーシップ研究会）パート２の開

催：１０月２８日（土）受付９時～国立女性教育会

館。締切は１０月１０日（金）。パート３の開催

は１２月２０日（土）の予定です。また、ファシ

リテーター養成セミナーは来年２月２８日に

変更になりました。「第４７回バギオ訪問交流

の旅」募集（提唱：東京臨海西ＲＣ）。日程は

Ｒ８年２月１１～１５日。参加希望の方は事務

局まで。来週は休会、再来週は夜間例会です。

　

【委員会報告】

◎親睦活動委員会　　　　　　　　鈴木（勝）君

　日高ＲＣチャリティーゴルフ（１０月１４

日）組み合わせ表を配付。何かありましたら

お申し出ください。１０月２２日、メッツァ

での夜間例会は現在５１名の参加予定です。

◎出席向上委員会　　　　　　　　大野（泰）君

　１１月２２・２３日「地区大会」。２３日の出欠

票はできれば本日ご提出ください。多くの皆

様のご参加をお待ちしています。

　

【出席報告】無届欠席１　 森住出席向上委員

　

　

　

【Ｍ　　Ｕ】

１０／２（第３Ｇ）中里（忠）君

１０／６（新狭山）大﨑君

　

【ＳＡＡ報告】

◎ニコニコＢＯＸ

・出水様、本日の卓話よろしくお願い致しま

　す。　　　　　　社会奉仕委員会　神田君

・早退します。　　　　　　　　　　田辺君

本日計３，０００円、累計額３４３，２１１円。

◎２２日例会当番は大附、大﨑会員です。

　

【卓　　話】

講師紹介　　　　　　　神田社会奉仕委員長

　中里会長は「地域社会に直結したプロジェ

クト」の中で「花の街はんのう」プロジェク

トを掲げておられます。出水様は１３年間ま

ちづくり推進委員会に所属され、飯能地区の

まちづくりで活動されています。本日の卓話

が皆様の参考になればと考えております。

　出水様は１９５０（Ｓ２５）年、香川県・小豆

島のお生まれ、今年７５歳。１９７３年、大阪

経済大学をご卒業後、「西武百貨店」に入社。

２００１年、「そごう」再建のため出向、「西武

百貨店」を退社し「そごう」入社。管理部長、

総務部長、２００９年には法務業務改革室長を

歴任、百貨店改革を推進されました。２０１２年

「飯能地区まちづくり推進委員会」に入会、

２０１４年より会長を担われています。東日本

大震災の折、２０１１～２０１２年の１年間はボ

ランティアとして活動されました。ご趣味は

バイクツーリング。モンゴルをオフロードで

走り回ったというご経験もある強者でいらっ

しゃいます。細田（吉）、細田（伴）会員とご親戚

です。

　

　

　本日は貴重なお時間を頂戴し、「飯能地区

まちづくり推進委員会」へのご理解を賜れる

よう場を設けて頂き感謝申し上げます。

　我々の活動の目的は、

大きくは「飯能を知って

もらう」市民にも来飯者

にも、ということです。

また、「飯能河原」は冬

場が寂しいので、その活

性化の取り組みもしてお

ります。

　Ｈ１２年度、飯能市内

８地区に、地域活性化とコミュニティー形成

を目的に「まちづくり推進委員会」が設立さ

れました。メンバーは自治会等、地域コミュ

ニティー団体の代表者および公募の会員で構

成されています。「飯能地区」は、スポーツ協

会、１６自治会、ＰＴＡ、観光協会、商工会

議所、青年会議所、商店街、青少年健全育成

の会、公募会員等が主たるメンバーで、現在

のところ、１６の各自治会から１名ずつ選出

されたメンバーが主体となって活動に取り組

んでおります。

　活動の重点事業方針として、ここ１０数年

間取り組んだことは次の２つです。

①市民および来飯者に飯能の魅力を伝えるこ

とにより、より深く飯能に愛着をもってもら

う活動：それが、ひいては住民の増加、移住

に繋がるのではないか、もう一つ、飯能を知

ることで飯能への郷土愛、自分の地域への愛

着をもってもらえるのではないか、というこ

とで取り組んで参りました。

②「飯能河原」「天覧山」等、自然に溢れる地域

の環境整備活動：私は川越から３０年前に飯

能に越してきたのですが、本当に自然が良く

ていいところだなと思いまして、我々の活動

もこの自然環境を如何にブラッシュアップし

て後世に残していくかが重要だというところ

でこのような取り組みをして参りました。

　Ｈ２１年以降、以上のような取り組みをし

てきたわけですが、その前には私の大先輩が

こちらに居られます。Ｈ１２年から２０年位

まで、当時の会長・山岸博様（二丁目自治会

長）、そして、我々とも深く関わっている事

業プロジェクトをやって頂いた吉田行男様で

ございます。「サインと景観づくり」「飯能河

原の利用ルールづくり」「蕎麦づくり」の３

事業に、山岸会長、吉田様等の皆様が９年間

近く取り組んで来られました。現在もその時

の道標や看板、サインが残っており、我々が

今、それを引き継いでいるというところです。

山岸会長の後、清水進様（永田台自治会長）が

２代目の会長をされ、私が３代目ということ

になります。

　Ｈ２２～２７年度に重点的に取り組んだの

がこちらです。飯能駅改札前に「観光案内」と

いうフラッグを立てて「なんでも案内所」と

いうのをやっていました。何故「なんでも」

なのかと言うと、飯能に来る方には観光案内

を、飯能市民の方には飯能のいろんなことを

知りたい・聞きたいに応えるということで、

双方にいろんな形で飯能の魅力を伝えるとい

う意味で「なんでも案内所」なのでした。７～

１１月の土日祝日に実施し、３年半程継続し

てやって参りました。

　案内をし始めて気づいたのが、飯能を案内

するマップやツールが無いね、ということで

した。じゃあ、我々で飯能の観光案内のマッ

プを作ろう、市民にとっても地元の歴史や曰

くのある場所を網羅したマップを作ろうじゃ

ないかということで、案内所を運営しながら

マップを５種類、シリーズで作り（「駅から

ＭＡＰ　シリーズ１～５」）、市民や来飯者

に配布するようになりました。そのうちの４

種類は、現在、飯能駅観光案内所「ぷらっと

飯能」で常備し、使って頂いております。

　もう一つは、来街者からアンケートを取り

集計して、飯能市の観光事業活性化に資する

よう市にデータ提供をして参りました。どこ

から／何の目的で来たか／飯能の魅力はどこ

にあるのか等問いかけ、案内所を閉める時点

で毎年集計し、市の観光課に提出して、「駅前

に観光案内所が必要ですね」ということを訴

えて参りました。その頃、「飯能まちなかを

元気にする会」という、市で立ち上げたプロ

ジェクトも開始されました。これは「飯能市

中心市街地活性化計画」に基づいて、まちな

かの活性化を市民参加で進めていこうという

もので、うちのメンバーからも１０数人が参

加して、観光案内所を駅前に開設しようとい

うことで取り組みました。そして、Ｈ２６年

４月、飯能駅観光案内所「ぷらっと飯能」が

市によって設置されました。

　以上が、我々の前段の活動でございます。

「ぷらっと飯能」ができ、我々が観光案内を

しなくてもよくなり、マップも配布して頂い

ているということで、観光案内もしくは市民

への案内は「ぷらっと飯能」に任せようとい

うことになりました。じゃあ、我々は次どう

いう仕事に取り組んでいこうかという話にな

り、基本的には天覧山と飯能河原周辺等の環

境整備が軸足になっていますので、飯能河原

の環境整備に重点的に取り組もうということ

になりました。

　飯能河原は、春・夏・秋はハイキングや水

遊び等で訪れる方が多いのですが、１２月・

１月・２月が非常に寂しいのです。そのため

「四季を通じて楽しめる飯能河原を」というこ

とで始まったのがスイセンを植える事業で

す。そのほかサクラも植えています。植樹会

は地域の子ども達や保護者の方を中心に行い

子ども達が大きくなった時、「ここは自分が

植えたところだ」ということで郷土愛の育成

にも繋がると考えております。

　植樹会はここ１０年間で５回開催しました。

コロナ禍で３年間は開催できず、２回は雨天

中止となりましたが、その５年間も含め、毎

年１，０００株ずつ我々メンバーで植樹を欠か

さず行って参りました。１０年間に植えた数は

スイセンが概算で１３，７００株、サクラが１２

本、サザンカ４本、スズランノキ３本、ロウ

バイ９本。地域の地権者の方にご了承ご協力

を頂きながら進めて参ったという背景でござ

います。併せて植栽エリアの草刈り・清掃も

定期的に何回かに分けて毎年取り組んで参り

ました。

　そして、２期目の中期計画プロジェクトに

なります。これ以外にもいろんな形で地域の

コミュニティー形成ということがあります。

 例えば、地域の環境整備の流れの中で「第

二区地区」のマップを作りました。

「駅からマップ」は美杉台や龍崖山等、まち

なかを中心に作ってきたのですが、第二区の

会員の方から、地域のことを地域の人が忘れ

てきており、継承できなくなっているという

話や、ハイキングに来た方が、天覧山、多峯

主山を抜けて「飯能アルプス」に至り、第二

区地域に下りていろいろ回られる方も居ると

のことで、第二区のマップを作ることになり

ました。

　マップを作るには１年間が調査、２年目に

制作ということで、２年掛かりで作りまして

第二区の子ども達や皆さんに配布しました。

さらに、歩く動線もマップ上に入れたのです

が、道標が無いということで、マップに連動

した道標を１８か所に設置しました。

　それから、地域の人達との交流、コミュニ

ティー形成が我々のもう１つの事業目的です

ので、いろんなハイキングイベントもこの年

度で２回程やりました。地域の子どもに「柏

木山って知ってる？」と聞くと「知らない」

と言うわけです。それなら柏木山に皆で登ろ

うよということで、子ども達を中心に保護者

の方達と登るイベントを行いました。

　どの地域も相当高齢化してきていて、ボラ

ンティア的な活動を担う人が少なくなってき

ているということもあり、他団体の支援・協

力が必要になってきたということですね。第

二区でやっている地域活性化のイベント「と

のやまマーケット」のお

手伝いをさせて頂いたり

第二地区スポーツ協会主

催「陽だまり・ふれあい

ウォーク」も運営に人手

が足らないというので、

我々のメンバーがお手伝

いさせて頂く、というよ

うな活動をして参りまし

た。

　スイセン等を植えた以

上、我々が責任をもって

維持管理、メンテナンス

を継続して行きますが、

ひと通り植樹は終わりま

したので、次のステップとして、来年度以降

の新しい事業「天覧山つつじ花公園づくりプ

ロジェクト」を立ち上げました。

　飯能市の中央公園には市民でも知っている

人の少ない、素晴らしい場所がありまして、

そこを「市の花」である「つつじ」を堪能で

きる場所にしようというものです。サクラが

終わったあとも、つつじが咲き誇る中央公園

になれば、市民やハイカーに楽しんで頂ける

のではないかと思います。つつじのメッカ、

初夏の風物詩となるよう「つつじ公園化」

「花公園」にすることを来年度以降５年間の

事業の中心に据えて参りたいと思います。

　飯能の固有種「ハンノウツツジ」は天覧山

付近で１９１９（Ｔ８）年に見つかった、ヤマツ

ツジとサツキの野生の交配種だそうです。探

してもなかなか見つからなかったのですが、

西武鉄道の「公益財団法人ほほえみの森財団」

が株をもっていまして、お願いして株を分け

て頂き、今年３月に公園の法面に植えまし

た。４月にはこのように咲いております。固

有種の保存活動にも繋げていきたいと考えて

おります。法面の上は駐車場です。非常に大

きな法面をもっていますので、赤、白、ピン

クの３色を植樹する計画です。

　ボランティアでここに花を植えている方

（Ｓ様）がいらっしゃいまして、以前ロータリ

アンだったという方で、一緒にやっていきま

しょうということになりました。

　このプロジェクトは飯能市の市民、団体、

事業者の参加を募り、飯能市を挙げて推進す

る計画になっております（以下１１項目）。

①研修の実施：塩船観音寺、薬王寺等へつつ

じを見に行ったり、座学研修等でつつじを知

る、勉強する。知識がないとケアできませ

ん。

②植樹計画の作成：どのような種類の何色の

花をどこにレイアウトするか。

③花壇の花計画：Ｓ様を中心に１年間の花壇

の四季の花計画を作って頂いて、つつじと同

時に花壇にも折々に花が咲くよう一緒に計画

する。

④植樹会：市民、団体、事業者の参加を募り

地域の子ども達を中心に大々的に植樹会を行

う。来年３月の実施予定。新井市長等にもご

出席頂いて賑々しくやっていきたい。

⑤広報：次年度以降も継続する事業のため、

皆に知ってもらうことが重要。チラシ（全戸

配布）、ＳＮＳ、市の広報関連等を使って募

集を行う。

⑥植樹のやり方の説明：開催前に参加者に対

して説明会を行う。

⑦次年度以降も植樹会を継続する：財源から

考え、予定では１０年計画。中期計画の５年

目で何とか形にしたい。

⑧組織づくり：植樹会参加者を中心に、植栽

の維持・保持・管理を目的とする組織を「ま

ちづくり推進委員会」とは別に結成する。

我々の組織が無くなっても長らく維持できる

ようにする。

⑨挿し木栽培：固有種ハンノウツツジは花壇

に挿し木栽培して苗木を作り、希望する市民

にお分けして、お庭に植えて頂くという流れ

にしたい。

⑩つつじ祭り：公園が完成したら「つつじ祭

り」を開催して、公園の認知と地域コミュニ

ティーの形成をして頂く。「サクラまつり」

に類する恒例祭になれば良い。

⑪記念碑：公園完成後、このプロジェクトの

意味と経緯、参加頂いた方への感謝を込めて

記念碑を設置する予定。

　我々も高齢化してきておりますが、頑張り

たいと思いますので、今後共ご協力の程よろ

しくお願い致します。

ＲＩ会長 フランチェスコ・アレッツォ

Unite for Good
よいことのために手を取りあおう

坂　口　　孝
高 橋 和 男

クラブ強化と活性化のために行動してください！

経済と地域社会の発展月間

当 番 福島君、中里（昌）君

第 例会

中 里 忠 夫 都 築 敏 夫

例会場：ホテル・ヘリテイジ飯能sta.

天　候 晴

会　長 幹　事

例会日 水曜日（12:30～13:30）

事務局：飯能商工会議所内
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館。締切は１０月１０日（金）。パート３の開催

は１２月２０日（土）の予定です。また、ファシ

リテーター養成セミナーは来年２月２８日に

変更になりました。「第４７回バギオ訪問交流

の旅」募集（提唱：東京臨海西ＲＣ）。日程は

Ｒ８年２月１１～１５日。参加希望の方は事務

局まで。来週は休会、再来週は夜間例会です。

　

【委員会報告】

◎親睦活動委員会　　　　　　　　鈴木（勝）君

　日高ＲＣチャリティーゴルフ（１０月１４

日）組み合わせ表を配付。何かありましたら

お申し出ください。１０月２２日、メッツァ

での夜間例会は現在５１名の参加予定です。

◎出席向上委員会　　　　　　　　大野（泰）君

　１１月２２・２３日「地区大会」。２３日の出欠

票はできれば本日ご提出ください。多くの皆

様のご参加をお待ちしています。

　

【出席報告】無届欠席１　 森住出席向上委員

　

　

　

【Ｍ　　Ｕ】

１０／２（第３Ｇ）中里（忠）君

１０／６（新狭山）大﨑君

　

【ＳＡＡ報告】

◎ニコニコＢＯＸ

・出水様、本日の卓話よろしくお願い致しま

　す。　　　　　　社会奉仕委員会　神田君

・早退します。　　　　　　　　　　田辺君

本日計３，０００円、累計額３４３，２１１円。

◎２２日例会当番は大附、大﨑会員です。

　

【卓　　話】

講師紹介　　　　　　　神田社会奉仕委員長

　中里会長は「地域社会に直結したプロジェ

クト」の中で「花の街はんのう」プロジェク

トを掲げておられます。出水様は１３年間ま

ちづくり推進委員会に所属され、飯能地区の

まちづくりで活動されています。本日の卓話

が皆様の参考になればと考えております。

　出水様は１９５０（Ｓ２５）年、香川県・小豆

島のお生まれ、今年７５歳。１９７３年、大阪

経済大学をご卒業後、「西武百貨店」に入社。

２００１年、「そごう」再建のため出向、「西武

百貨店」を退社し「そごう」入社。管理部長、

総務部長、２００９年には法務業務改革室長を

歴任、百貨店改革を推進されました。２０１２年

「飯能地区まちづくり推進委員会」に入会、

２０１４年より会長を担われています。東日本

大震災の折、２０１１～２０１２年の１年間はボ

ランティアとして活動されました。ご趣味は

バイクツーリング。モンゴルをオフロードで

走り回ったというご経験もある強者でいらっ

しゃいます。細田（吉）、細田（伴）会員とご親戚

です。

　

　

　本日は貴重なお時間を頂戴し、「飯能地区

まちづくり推進委員会」へのご理解を賜れる

よう場を設けて頂き感謝申し上げます。

　我々の活動の目的は、

大きくは「飯能を知って

もらう」市民にも来飯者

にも、ということです。

また、「飯能河原」は冬

場が寂しいので、その活

性化の取り組みもしてお

ります。

　Ｈ１２年度、飯能市内

８地区に、地域活性化とコミュニティー形成

を目的に「まちづくり推進委員会」が設立さ

れました。メンバーは自治会等、地域コミュ

ニティー団体の代表者および公募の会員で構

成されています。「飯能地区」は、スポーツ協

会、１６自治会、ＰＴＡ、観光協会、商工会

議所、青年会議所、商店街、青少年健全育成

の会、公募会員等が主たるメンバーで、現在

のところ、１６の各自治会から１名ずつ選出

されたメンバーが主体となって活動に取り組

んでおります。

　活動の重点事業方針として、ここ１０数年

間取り組んだことは次の２つです。

①市民および来飯者に飯能の魅力を伝えるこ

とにより、より深く飯能に愛着をもってもら

う活動：それが、ひいては住民の増加、移住

に繋がるのではないか、もう一つ、飯能を知

ることで飯能への郷土愛、自分の地域への愛

着をもってもらえるのではないか、というこ

とで取り組んで参りました。

②「飯能河原」「天覧山」等、自然に溢れる地域

の環境整備活動：私は川越から３０年前に飯

能に越してきたのですが、本当に自然が良く

ていいところだなと思いまして、我々の活動

もこの自然環境を如何にブラッシュアップし

て後世に残していくかが重要だというところ

でこのような取り組みをして参りました。

　Ｈ２１年以降、以上のような取り組みをし

てきたわけですが、その前には私の大先輩が

こちらに居られます。Ｈ１２年から２０年位

まで、当時の会長・山岸博様（二丁目自治会

長）、そして、我々とも深く関わっている事

業プロジェクトをやって頂いた吉田行男様で

ございます。「サインと景観づくり」「飯能河

原の利用ルールづくり」「蕎麦づくり」の３

事業に、山岸会長、吉田様等の皆様が９年間

近く取り組んで来られました。現在もその時

の道標や看板、サインが残っており、我々が

今、それを引き継いでいるというところです。

山岸会長の後、清水進様（永田台自治会長）が

２代目の会長をされ、私が３代目ということ

になります。

　Ｈ２２～２７年度に重点的に取り組んだの

がこちらです。飯能駅改札前に「観光案内」と

いうフラッグを立てて「なんでも案内所」と

いうのをやっていました。何故「なんでも」

なのかと言うと、飯能に来る方には観光案内

を、飯能市民の方には飯能のいろんなことを

知りたい・聞きたいに応えるということで、

双方にいろんな形で飯能の魅力を伝えるとい

う意味で「なんでも案内所」なのでした。７～

１１月の土日祝日に実施し、３年半程継続し

てやって参りました。

　案内をし始めて気づいたのが、飯能を案内

するマップやツールが無いね、ということで

した。じゃあ、我々で飯能の観光案内のマッ

プを作ろう、市民にとっても地元の歴史や曰

くのある場所を網羅したマップを作ろうじゃ

ないかということで、案内所を運営しながら

マップを５種類、シリーズで作り（「駅から

ＭＡＰ　シリーズ１～５」）、市民や来飯者

に配布するようになりました。そのうちの４

種類は、現在、飯能駅観光案内所「ぷらっと

飯能」で常備し、使って頂いております。

　もう一つは、来街者からアンケートを取り

集計して、飯能市の観光事業活性化に資する

よう市にデータ提供をして参りました。どこ

から／何の目的で来たか／飯能の魅力はどこ

にあるのか等問いかけ、案内所を閉める時点

で毎年集計し、市の観光課に提出して、「駅前

に観光案内所が必要ですね」ということを訴

えて参りました。その頃、「飯能まちなかを

元気にする会」という、市で立ち上げたプロ

ジェクトも開始されました。これは「飯能市

中心市街地活性化計画」に基づいて、まちな

かの活性化を市民参加で進めていこうという

もので、うちのメンバーからも１０数人が参

加して、観光案内所を駅前に開設しようとい

うことで取り組みました。そして、Ｈ２６年

４月、飯能駅観光案内所「ぷらっと飯能」が

市によって設置されました。

　以上が、我々の前段の活動でございます。

「ぷらっと飯能」ができ、我々が観光案内を

しなくてもよくなり、マップも配布して頂い

ているということで、観光案内もしくは市民

への案内は「ぷらっと飯能」に任せようとい

うことになりました。じゃあ、我々は次どう

いう仕事に取り組んでいこうかという話にな

り、基本的には天覧山と飯能河原周辺等の環

境整備が軸足になっていますので、飯能河原

の環境整備に重点的に取り組もうということ

になりました。

　飯能河原は、春・夏・秋はハイキングや水

遊び等で訪れる方が多いのですが、１２月・

１月・２月が非常に寂しいのです。そのため

「四季を通じて楽しめる飯能河原を」というこ

とで始まったのがスイセンを植える事業で

す。そのほかサクラも植えています。植樹会

は地域の子ども達や保護者の方を中心に行い

子ども達が大きくなった時、「ここは自分が

植えたところだ」ということで郷土愛の育成

にも繋がると考えております。

　植樹会はここ１０年間で５回開催しました。

コロナ禍で３年間は開催できず、２回は雨天

中止となりましたが、その５年間も含め、毎

年１，０００株ずつ我々メンバーで植樹を欠か

さず行って参りました。１０年間に植えた数は

スイセンが概算で１３，７００株、サクラが１２

本、サザンカ４本、スズランノキ３本、ロウ

バイ９本。地域の地権者の方にご了承ご協力

を頂きながら進めて参ったという背景でござ

います。併せて植栽エリアの草刈り・清掃も

定期的に何回かに分けて毎年取り組んで参り

ました。

　そして、２期目の中期計画プロジェクトに

なります。これ以外にもいろんな形で地域の

コミュニティー形成ということがあります。

 例えば、地域の環境整備の流れの中で「第

二区地区」のマップを作りました。

「駅からマップ」は美杉台や龍崖山等、まち

なかを中心に作ってきたのですが、第二区の

会員の方から、地域のことを地域の人が忘れ

てきており、継承できなくなっているという

話や、ハイキングに来た方が、天覧山、多峯

主山を抜けて「飯能アルプス」に至り、第二

区地域に下りていろいろ回られる方も居ると

のことで、第二区のマップを作ることになり

ました。

　マップを作るには１年間が調査、２年目に

制作ということで、２年掛かりで作りまして

第二区の子ども達や皆さんに配布しました。

さらに、歩く動線もマップ上に入れたのです

が、道標が無いということで、マップに連動

した道標を１８か所に設置しました。

　それから、地域の人達との交流、コミュニ

ティー形成が我々のもう１つの事業目的です

ので、いろんなハイキングイベントもこの年

度で２回程やりました。地域の子どもに「柏

木山って知ってる？」と聞くと「知らない」

と言うわけです。それなら柏木山に皆で登ろ

うよということで、子ども達を中心に保護者

の方達と登るイベントを行いました。

　どの地域も相当高齢化してきていて、ボラ

ンティア的な活動を担う人が少なくなってき

ているということもあり、他団体の支援・協

力が必要になってきたということですね。第

二区でやっている地域活性化のイベント「と

のやまマーケット」のお

手伝いをさせて頂いたり

第二地区スポーツ協会主

催「陽だまり・ふれあい

ウォーク」も運営に人手

が足らないというので、

我々のメンバーがお手伝

いさせて頂く、というよ

うな活動をして参りまし

た。

　スイセン等を植えた以

上、我々が責任をもって

維持管理、メンテナンス

を継続して行きますが、

ひと通り植樹は終わりま

したので、次のステップとして、来年度以降

の新しい事業「天覧山つつじ花公園づくりプ

ロジェクト」を立ち上げました。

　飯能市の中央公園には市民でも知っている

人の少ない、素晴らしい場所がありまして、

そこを「市の花」である「つつじ」を堪能で

きる場所にしようというものです。サクラが

終わったあとも、つつじが咲き誇る中央公園

になれば、市民やハイカーに楽しんで頂ける

のではないかと思います。つつじのメッカ、

初夏の風物詩となるよう「つつじ公園化」

「花公園」にすることを来年度以降５年間の

事業の中心に据えて参りたいと思います。

　飯能の固有種「ハンノウツツジ」は天覧山

付近で１９１９（Ｔ８）年に見つかった、ヤマツ

ツジとサツキの野生の交配種だそうです。探

してもなかなか見つからなかったのですが、

西武鉄道の「公益財団法人ほほえみの森財団」

が株をもっていまして、お願いして株を分け

て頂き、今年３月に公園の法面に植えまし

た。４月にはこのように咲いております。固

有種の保存活動にも繋げていきたいと考えて

おります。法面の上は駐車場です。非常に大

きな法面をもっていますので、赤、白、ピン

クの３色を植樹する計画です。

　ボランティアでここに花を植えている方

（Ｓ様）がいらっしゃいまして、以前ロータリ

アンだったという方で、一緒にやっていきま

しょうということになりました。

　このプロジェクトは飯能市の市民、団体、

事業者の参加を募り、飯能市を挙げて推進す

る計画になっております（以下１１項目）。

①研修の実施：塩船観音寺、薬王寺等へつつ

じを見に行ったり、座学研修等でつつじを知

る、勉強する。知識がないとケアできませ

ん。

②植樹計画の作成：どのような種類の何色の

花をどこにレイアウトするか。

③花壇の花計画：Ｓ様を中心に１年間の花壇

の四季の花計画を作って頂いて、つつじと同

時に花壇にも折々に花が咲くよう一緒に計画

する。

④植樹会：市民、団体、事業者の参加を募り

地域の子ども達を中心に大々的に植樹会を行

う。来年３月の実施予定。新井市長等にもご

出席頂いて賑々しくやっていきたい。

⑤広報：次年度以降も継続する事業のため、

皆に知ってもらうことが重要。チラシ（全戸

配布）、ＳＮＳ、市の広報関連等を使って募

集を行う。

⑥植樹のやり方の説明：開催前に参加者に対

して説明会を行う。

⑦次年度以降も植樹会を継続する：財源から

考え、予定では１０年計画。中期計画の５年

目で何とか形にしたい。

⑧組織づくり：植樹会参加者を中心に、植栽

の維持・保持・管理を目的とする組織を「ま

ちづくり推進委員会」とは別に結成する。

我々の組織が無くなっても長らく維持できる

ようにする。

⑨挿し木栽培：固有種ハンノウツツジは花壇

に挿し木栽培して苗木を作り、希望する市民

にお分けして、お庭に植えて頂くという流れ

にしたい。

⑩つつじ祭り：公園が完成したら「つつじ祭

り」を開催して、公園の認知と地域コミュニ

ティーの形成をして頂く。「サクラまつり」

に類する恒例祭になれば良い。

⑪記念碑：公園完成後、このプロジェクトの

意味と経緯、参加頂いた方への感謝を込めて

記念碑を設置する予定。

　我々も高齢化してきておりますが、頑張り

たいと思いますので、今後共ご協力の程よろ

しくお願い致します。

会　員　数 当　　日
出席数対  象全　数 出席率

中央公園を市の花「つつじ」で埋め尽くす
風景づくりプロジェクト

飯能地区まちづくり推進委員会 会長

出 水　仁　　　 様（でみずやすし）



・点　鐘　中里忠夫会長

・ソング　我等の生業

・卓　話　出水 仁様

【会長報告】

　今月のＲＩレートは１４９円です。

　ＭｙＲＯＴＡＲＹへの登録者数は、大野（泰）、

本間委員長のお力をお借りして、２９名、４２％

となりました。ご協力有難うございました。

　先日、所沢での会長幹事会で、２５７０地区の

坂口ガバナーが体調不良で年内お休みとの報

告がガバナー補佐からありました。２０２５－

２０２６年度のロータリー国際大会は来年６月

１３～１７日、台北で開催され、世界から４

万人のロータリアン、ご家族が集まります。

登録料は４７５ドル（４月１日以降は２００ドル

高くなり、６７５ドル）。参加希望の方は公式

サイトから申し込んでください。

　

【幹事報告】

　２０２８－２０２９年度ガバナー候補は鶴ヶ島

ＲＣ所属の齊藤大祐氏です。ＲＬＩ（ロータ

リーリーダーシップ研究会）パート２の開

催：１０月２８日（土）受付９時～国立女性教育会

館。締切は１０月１０日（金）。パート３の開催

は１２月２０日（土）の予定です。また、ファシ

リテーター養成セミナーは来年２月２８日に

変更になりました。「第４７回バギオ訪問交流

の旅」募集（提唱：東京臨海西ＲＣ）。日程は

Ｒ８年２月１１～１５日。参加希望の方は事務

局まで。来週は休会、再来週は夜間例会です。

　

【委員会報告】

◎親睦活動委員会　　　　　　　　鈴木（勝）君

　日高ＲＣチャリティーゴルフ（１０月１４

日）組み合わせ表を配付。何かありましたら

お申し出ください。１０月２２日、メッツァ

での夜間例会は現在５１名の参加予定です。

◎出席向上委員会　　　　　　　　大野（泰）君

　１１月２２・２３日「地区大会」。２３日の出欠

票はできれば本日ご提出ください。多くの皆

様のご参加をお待ちしています。

　

【出席報告】無届欠席１　 森住出席向上委員

　

　

　

【Ｍ　　Ｕ】

１０／２（第３Ｇ）中里（忠）君

１０／６（新狭山）大﨑君

　

【ＳＡＡ報告】

◎ニコニコＢＯＸ

・出水様、本日の卓話よろしくお願い致しま

　す。　　　　　　社会奉仕委員会　神田君

・早退します。　　　　　　　　　　田辺君

本日計３，０００円、累計額３４３，２１１円。

◎２２日例会当番は大附、大﨑会員です。

　

【卓　　話】

講師紹介　　　　　　　神田社会奉仕委員長

　中里会長は「地域社会に直結したプロジェ

クト」の中で「花の街はんのう」プロジェク

トを掲げておられます。出水様は１３年間ま

ちづくり推進委員会に所属され、飯能地区の

まちづくりで活動されています。本日の卓話

が皆様の参考になればと考えております。

　出水様は１９５０（Ｓ２５）年、香川県・小豆

島のお生まれ、今年７５歳。１９７３年、大阪

経済大学をご卒業後、「西武百貨店」に入社。

２００１年、「そごう」再建のため出向、「西武

百貨店」を退社し「そごう」入社。管理部長、

総務部長、２００９年には法務業務改革室長を

歴任、百貨店改革を推進されました。２０１２年

「飯能地区まちづくり推進委員会」に入会、

２０１４年より会長を担われています。東日本

大震災の折、２０１１～２０１２年の１年間はボ

ランティアとして活動されました。ご趣味は

バイクツーリング。モンゴルをオフロードで

走り回ったというご経験もある強者でいらっ

しゃいます。細田（吉）、細田（伴）会員とご親戚

です。

　

　

　本日は貴重なお時間を頂戴し、「飯能地区

まちづくり推進委員会」へのご理解を賜れる

よう場を設けて頂き感謝申し上げます。

　我々の活動の目的は、

大きくは「飯能を知って

もらう」市民にも来飯者

にも、ということです。

また、「飯能河原」は冬

場が寂しいので、その活

性化の取り組みもしてお

ります。

　Ｈ１２年度、飯能市内

８地区に、地域活性化とコミュニティー形成

を目的に「まちづくり推進委員会」が設立さ

れました。メンバーは自治会等、地域コミュ

ニティー団体の代表者および公募の会員で構

成されています。「飯能地区」は、スポーツ協

会、１６自治会、ＰＴＡ、観光協会、商工会

議所、青年会議所、商店街、青少年健全育成

の会、公募会員等が主たるメンバーで、現在

のところ、１６の各自治会から１名ずつ選出

されたメンバーが主体となって活動に取り組

んでおります。

　活動の重点事業方針として、ここ１０数年

間取り組んだことは次の２つです。

①市民および来飯者に飯能の魅力を伝えるこ

とにより、より深く飯能に愛着をもってもら

う活動：それが、ひいては住民の増加、移住

に繋がるのではないか、もう一つ、飯能を知

ることで飯能への郷土愛、自分の地域への愛

着をもってもらえるのではないか、というこ

とで取り組んで参りました。

②「飯能河原」「天覧山」等、自然に溢れる地域

の環境整備活動：私は川越から３０年前に飯

能に越してきたのですが、本当に自然が良く

ていいところだなと思いまして、我々の活動

もこの自然環境を如何にブラッシュアップし

て後世に残していくかが重要だというところ

でこのような取り組みをして参りました。

　Ｈ２１年以降、以上のような取り組みをし

てきたわけですが、その前には私の大先輩が

こちらに居られます。Ｈ１２年から２０年位

まで、当時の会長・山岸博様（二丁目自治会

長）、そして、我々とも深く関わっている事

業プロジェクトをやって頂いた吉田行男様で

ございます。「サインと景観づくり」「飯能河

原の利用ルールづくり」「蕎麦づくり」の３

事業に、山岸会長、吉田様等の皆様が９年間

近く取り組んで来られました。現在もその時

の道標や看板、サインが残っており、我々が

今、それを引き継いでいるというところです。

山岸会長の後、清水進様（永田台自治会長）が

２代目の会長をされ、私が３代目ということ

になります。

　Ｈ２２～２７年度に重点的に取り組んだの

がこちらです。飯能駅改札前に「観光案内」と

いうフラッグを立てて「なんでも案内所」と

いうのをやっていました。何故「なんでも」

なのかと言うと、飯能に来る方には観光案内

を、飯能市民の方には飯能のいろんなことを

知りたい・聞きたいに応えるということで、

双方にいろんな形で飯能の魅力を伝えるとい

う意味で「なんでも案内所」なのでした。７～

１１月の土日祝日に実施し、３年半程継続し

てやって参りました。

　案内をし始めて気づいたのが、飯能を案内

するマップやツールが無いね、ということで

した。じゃあ、我々で飯能の観光案内のマッ

プを作ろう、市民にとっても地元の歴史や曰

くのある場所を網羅したマップを作ろうじゃ

ないかということで、案内所を運営しながら

マップを５種類、シリーズで作り（「駅から

ＭＡＰ　シリーズ１～５」）、市民や来飯者

に配布するようになりました。そのうちの４

種類は、現在、飯能駅観光案内所「ぷらっと

飯能」で常備し、使って頂いております。

　もう一つは、来街者からアンケートを取り

集計して、飯能市の観光事業活性化に資する

よう市にデータ提供をして参りました。どこ

から／何の目的で来たか／飯能の魅力はどこ

にあるのか等問いかけ、案内所を閉める時点

で毎年集計し、市の観光課に提出して、「駅前

に観光案内所が必要ですね」ということを訴

えて参りました。その頃、「飯能まちなかを

元気にする会」という、市で立ち上げたプロ

ジェクトも開始されました。これは「飯能市

中心市街地活性化計画」に基づいて、まちな

かの活性化を市民参加で進めていこうという

もので、うちのメンバーからも１０数人が参

加して、観光案内所を駅前に開設しようとい

うことで取り組みました。そして、Ｈ２６年

４月、飯能駅観光案内所「ぷらっと飯能」が

市によって設置されました。

　以上が、我々の前段の活動でございます。

「ぷらっと飯能」ができ、我々が観光案内を

しなくてもよくなり、マップも配布して頂い

ているということで、観光案内もしくは市民

への案内は「ぷらっと飯能」に任せようとい

うことになりました。じゃあ、我々は次どう

いう仕事に取り組んでいこうかという話にな

り、基本的には天覧山と飯能河原周辺等の環

境整備が軸足になっていますので、飯能河原

の環境整備に重点的に取り組もうということ

になりました。

　飯能河原は、春・夏・秋はハイキングや水

遊び等で訪れる方が多いのですが、１２月・

１月・２月が非常に寂しいのです。そのため

「四季を通じて楽しめる飯能河原を」というこ

とで始まったのがスイセンを植える事業で

す。そのほかサクラも植えています。植樹会

は地域の子ども達や保護者の方を中心に行い

子ども達が大きくなった時、「ここは自分が

植えたところだ」ということで郷土愛の育成

にも繋がると考えております。

　植樹会はここ１０年間で５回開催しました。

コロナ禍で３年間は開催できず、２回は雨天

中止となりましたが、その５年間も含め、毎

年１，０００株ずつ我々メンバーで植樹を欠か

さず行って参りました。１０年間に植えた数は

スイセンが概算で１３，７００株、サクラが１２

本、サザンカ４本、スズランノキ３本、ロウ

バイ９本。地域の地権者の方にご了承ご協力

を頂きながら進めて参ったという背景でござ

います。併せて植栽エリアの草刈り・清掃も

定期的に何回かに分けて毎年取り組んで参り

ました。

　そして、２期目の中期計画プロジェクトに

なります。これ以外にもいろんな形で地域の

コミュニティー形成ということがあります。

 例えば、地域の環境整備の流れの中で「第

二区地区」のマップを作りました。

「駅からマップ」は美杉台や龍崖山等、まち

なかを中心に作ってきたのですが、第二区の

会員の方から、地域のことを地域の人が忘れ

てきており、継承できなくなっているという

話や、ハイキングに来た方が、天覧山、多峯

主山を抜けて「飯能アルプス」に至り、第二

区地域に下りていろいろ回られる方も居ると

のことで、第二区のマップを作ることになり

ました。

　マップを作るには１年間が調査、２年目に

制作ということで、２年掛かりで作りまして

第二区の子ども達や皆さんに配布しました。

さらに、歩く動線もマップ上に入れたのです

が、道標が無いということで、マップに連動

した道標を１８か所に設置しました。

　それから、地域の人達との交流、コミュニ

ティー形成が我々のもう１つの事業目的です

ので、いろんなハイキングイベントもこの年

度で２回程やりました。地域の子どもに「柏

木山って知ってる？」と聞くと「知らない」

と言うわけです。それなら柏木山に皆で登ろ

うよということで、子ども達を中心に保護者

の方達と登るイベントを行いました。

　どの地域も相当高齢化してきていて、ボラ

ンティア的な活動を担う人が少なくなってき

ているということもあり、他団体の支援・協

力が必要になってきたということですね。第

二区でやっている地域活性化のイベント「と

のやまマーケット」のお

手伝いをさせて頂いたり

第二地区スポーツ協会主

催「陽だまり・ふれあい

ウォーク」も運営に人手

が足らないというので、

我々のメンバーがお手伝

いさせて頂く、というよ

うな活動をして参りまし

た。

　スイセン等を植えた以

上、我々が責任をもって

維持管理、メンテナンス

を継続して行きますが、

ひと通り植樹は終わりま

したので、次のステップとして、来年度以降

の新しい事業「天覧山つつじ花公園づくりプ

ロジェクト」を立ち上げました。

　飯能市の中央公園には市民でも知っている

人の少ない、素晴らしい場所がありまして、

そこを「市の花」である「つつじ」を堪能で

きる場所にしようというものです。サクラが

終わったあとも、つつじが咲き誇る中央公園

になれば、市民やハイカーに楽しんで頂ける

のではないかと思います。つつじのメッカ、

初夏の風物詩となるよう「つつじ公園化」

「花公園」にすることを来年度以降５年間の

事業の中心に据えて参りたいと思います。

　飯能の固有種「ハンノウツツジ」は天覧山

付近で１９１９（Ｔ８）年に見つかった、ヤマツ

ツジとサツキの野生の交配種だそうです。探

してもなかなか見つからなかったのですが、

西武鉄道の「公益財団法人ほほえみの森財団」

が株をもっていまして、お願いして株を分け

て頂き、今年３月に公園の法面に植えまし

た。４月にはこのように咲いております。固

有種の保存活動にも繋げていきたいと考えて

おります。法面の上は駐車場です。非常に大

きな法面をもっていますので、赤、白、ピン

クの３色を植樹する計画です。

　ボランティアでここに花を植えている方

（Ｓ様）がいらっしゃいまして、以前ロータリ

アンだったという方で、一緒にやっていきま

しょうということになりました。

　このプロジェクトは飯能市の市民、団体、

事業者の参加を募り、飯能市を挙げて推進す

る計画になっております（以下１１項目）。

①研修の実施：塩船観音寺、薬王寺等へつつ

じを見に行ったり、座学研修等でつつじを知

る、勉強する。知識がないとケアできませ

ん。

②植樹計画の作成：どのような種類の何色の

花をどこにレイアウトするか。

③花壇の花計画：Ｓ様を中心に１年間の花壇

の四季の花計画を作って頂いて、つつじと同

時に花壇にも折々に花が咲くよう一緒に計画

する。

④植樹会：市民、団体、事業者の参加を募り

地域の子ども達を中心に大々的に植樹会を行

う。来年３月の実施予定。新井市長等にもご

出席頂いて賑々しくやっていきたい。

⑤広報：次年度以降も継続する事業のため、

皆に知ってもらうことが重要。チラシ（全戸

配布）、ＳＮＳ、市の広報関連等を使って募

集を行う。

⑥植樹のやり方の説明：開催前に参加者に対

して説明会を行う。

⑦次年度以降も植樹会を継続する：財源から

考え、予定では１０年計画。中期計画の５年

目で何とか形にしたい。

⑧組織づくり：植樹会参加者を中心に、植栽

の維持・保持・管理を目的とする組織を「ま

ちづくり推進委員会」とは別に結成する。

我々の組織が無くなっても長らく維持できる

ようにする。

⑨挿し木栽培：固有種ハンノウツツジは花壇

に挿し木栽培して苗木を作り、希望する市民

にお分けして、お庭に植えて頂くという流れ

にしたい。

⑩つつじ祭り：公園が完成したら「つつじ祭

り」を開催して、公園の認知と地域コミュニ

ティーの形成をして頂く。「サクラまつり」

に類する恒例祭になれば良い。

⑪記念碑：公園完成後、このプロジェクトの

意味と経緯、参加頂いた方への感謝を込めて

記念碑を設置する予定。

　我々も高齢化してきておりますが、頑張り

たいと思いますので、今後共ご協力の程よろ

しくお願い致します。



・点　鐘　中里忠夫会長

・ソング　我等の生業

・卓　話　出水 仁様

【会長報告】

　今月のＲＩレートは１４９円です。

　ＭｙＲＯＴＡＲＹへの登録者数は、大野（泰）、

本間委員長のお力をお借りして、２９名、４２％

となりました。ご協力有難うございました。

　先日、所沢での会長幹事会で、２５７０地区の

坂口ガバナーが体調不良で年内お休みとの報

告がガバナー補佐からありました。２０２５－

２０２６年度のロータリー国際大会は来年６月

１３～１７日、台北で開催され、世界から４

万人のロータリアン、ご家族が集まります。

登録料は４７５ドル（４月１日以降は２００ドル

高くなり、６７５ドル）。参加希望の方は公式

サイトから申し込んでください。

　

【幹事報告】

　２０２８－２０２９年度ガバナー候補は鶴ヶ島

ＲＣ所属の齊藤大祐氏です。ＲＬＩ（ロータ

リーリーダーシップ研究会）パート２の開

催：１０月２８日（土）受付９時～国立女性教育会

館。締切は１０月１０日（金）。パート３の開催

は１２月２０日（土）の予定です。また、ファシ

リテーター養成セミナーは来年２月２８日に

変更になりました。「第４７回バギオ訪問交流

の旅」募集（提唱：東京臨海西ＲＣ）。日程は

Ｒ８年２月１１～１５日。参加希望の方は事務

局まで。来週は休会、再来週は夜間例会です。

　

【委員会報告】

◎親睦活動委員会　　　　　　　　鈴木（勝）君

　日高ＲＣチャリティーゴルフ（１０月１４

日）組み合わせ表を配付。何かありましたら

お申し出ください。１０月２２日、メッツァ

での夜間例会は現在５１名の参加予定です。

◎出席向上委員会　　　　　　　　大野（泰）君

　１１月２２・２３日「地区大会」。２３日の出欠

票はできれば本日ご提出ください。多くの皆

様のご参加をお待ちしています。

　

【出席報告】無届欠席１　 森住出席向上委員

　

　

　

【Ｍ　　Ｕ】

１０／２（第３Ｇ）中里（忠）君

１０／６（新狭山）大﨑君

　

【ＳＡＡ報告】

◎ニコニコＢＯＸ

・出水様、本日の卓話よろしくお願い致しま

　す。　　　　　　社会奉仕委員会　神田君

・早退します。　　　　　　　　　　田辺君

本日計３，０００円、累計額３４３，２１１円。

◎２２日例会当番は大附、大﨑会員です。

　

【卓　　話】

講師紹介　　　　　　　神田社会奉仕委員長

　中里会長は「地域社会に直結したプロジェ

クト」の中で「花の街はんのう」プロジェク

トを掲げておられます。出水様は１３年間ま

ちづくり推進委員会に所属され、飯能地区の

まちづくりで活動されています。本日の卓話

が皆様の参考になればと考えております。

　出水様は１９５０（Ｓ２５）年、香川県・小豆

島のお生まれ、今年７５歳。１９７３年、大阪

経済大学をご卒業後、「西武百貨店」に入社。

２００１年、「そごう」再建のため出向、「西武

百貨店」を退社し「そごう」入社。管理部長、

総務部長、２００９年には法務業務改革室長を

歴任、百貨店改革を推進されました。２０１２年

「飯能地区まちづくり推進委員会」に入会、

２０１４年より会長を担われています。東日本

大震災の折、２０１１～２０１２年の１年間はボ

ランティアとして活動されました。ご趣味は

バイクツーリング。モンゴルをオフロードで

走り回ったというご経験もある強者でいらっ

しゃいます。細田（吉）、細田（伴）会員とご親戚

です。

　

　

　本日は貴重なお時間を頂戴し、「飯能地区

まちづくり推進委員会」へのご理解を賜れる

よう場を設けて頂き感謝申し上げます。

　我々の活動の目的は、

大きくは「飯能を知って

もらう」市民にも来飯者

にも、ということです。

また、「飯能河原」は冬

場が寂しいので、その活

性化の取り組みもしてお

ります。

　Ｈ１２年度、飯能市内

８地区に、地域活性化とコミュニティー形成

を目的に「まちづくり推進委員会」が設立さ

れました。メンバーは自治会等、地域コミュ

ニティー団体の代表者および公募の会員で構

成されています。「飯能地区」は、スポーツ協

会、１６自治会、ＰＴＡ、観光協会、商工会

議所、青年会議所、商店街、青少年健全育成

の会、公募会員等が主たるメンバーで、現在

のところ、１６の各自治会から１名ずつ選出

されたメンバーが主体となって活動に取り組

んでおります。

　活動の重点事業方針として、ここ１０数年

間取り組んだことは次の２つです。

①市民および来飯者に飯能の魅力を伝えるこ

とにより、より深く飯能に愛着をもってもら

う活動：それが、ひいては住民の増加、移住

に繋がるのではないか、もう一つ、飯能を知

ることで飯能への郷土愛、自分の地域への愛

着をもってもらえるのではないか、というこ

とで取り組んで参りました。

②「飯能河原」「天覧山」等、自然に溢れる地域

の環境整備活動：私は川越から３０年前に飯

能に越してきたのですが、本当に自然が良く

ていいところだなと思いまして、我々の活動

もこの自然環境を如何にブラッシュアップし

て後世に残していくかが重要だというところ

でこのような取り組みをして参りました。

　Ｈ２１年以降、以上のような取り組みをし

てきたわけですが、その前には私の大先輩が

こちらに居られます。Ｈ１２年から２０年位

まで、当時の会長・山岸博様（二丁目自治会

長）、そして、我々とも深く関わっている事

業プロジェクトをやって頂いた吉田行男様で

ございます。「サインと景観づくり」「飯能河

原の利用ルールづくり」「蕎麦づくり」の３

事業に、山岸会長、吉田様等の皆様が９年間

近く取り組んで来られました。現在もその時

の道標や看板、サインが残っており、我々が

今、それを引き継いでいるというところです。

山岸会長の後、清水進様（永田台自治会長）が

２代目の会長をされ、私が３代目ということ

になります。

　Ｈ２２～２７年度に重点的に取り組んだの

がこちらです。飯能駅改札前に「観光案内」と

いうフラッグを立てて「なんでも案内所」と

いうのをやっていました。何故「なんでも」

なのかと言うと、飯能に来る方には観光案内

を、飯能市民の方には飯能のいろんなことを

知りたい・聞きたいに応えるということで、

双方にいろんな形で飯能の魅力を伝えるとい

う意味で「なんでも案内所」なのでした。７～

１１月の土日祝日に実施し、３年半程継続し

てやって参りました。

　案内をし始めて気づいたのが、飯能を案内

するマップやツールが無いね、ということで

した。じゃあ、我々で飯能の観光案内のマッ

プを作ろう、市民にとっても地元の歴史や曰

くのある場所を網羅したマップを作ろうじゃ

ないかということで、案内所を運営しながら

マップを５種類、シリーズで作り（「駅から

ＭＡＰ　シリーズ１～５」）、市民や来飯者

に配布するようになりました。そのうちの４

種類は、現在、飯能駅観光案内所「ぷらっと

飯能」で常備し、使って頂いております。

　もう一つは、来街者からアンケートを取り

集計して、飯能市の観光事業活性化に資する

よう市にデータ提供をして参りました。どこ

から／何の目的で来たか／飯能の魅力はどこ

にあるのか等問いかけ、案内所を閉める時点

で毎年集計し、市の観光課に提出して、「駅前

に観光案内所が必要ですね」ということを訴

えて参りました。その頃、「飯能まちなかを

元気にする会」という、市で立ち上げたプロ

ジェクトも開始されました。これは「飯能市

中心市街地活性化計画」に基づいて、まちな

かの活性化を市民参加で進めていこうという

もので、うちのメンバーからも１０数人が参

加して、観光案内所を駅前に開設しようとい

うことで取り組みました。そして、Ｈ２６年

４月、飯能駅観光案内所「ぷらっと飯能」が

市によって設置されました。

　以上が、我々の前段の活動でございます。

「ぷらっと飯能」ができ、我々が観光案内を

しなくてもよくなり、マップも配布して頂い

ているということで、観光案内もしくは市民

への案内は「ぷらっと飯能」に任せようとい

うことになりました。じゃあ、我々は次どう

いう仕事に取り組んでいこうかという話にな

り、基本的には天覧山と飯能河原周辺等の環

境整備が軸足になっていますので、飯能河原

の環境整備に重点的に取り組もうということ

になりました。

　飯能河原は、春・夏・秋はハイキングや水

遊び等で訪れる方が多いのですが、１２月・

１月・２月が非常に寂しいのです。そのため

「四季を通じて楽しめる飯能河原を」というこ

とで始まったのがスイセンを植える事業で

す。そのほかサクラも植えています。植樹会

は地域の子ども達や保護者の方を中心に行い

子ども達が大きくなった時、「ここは自分が

植えたところだ」ということで郷土愛の育成

にも繋がると考えております。

　植樹会はここ１０年間で５回開催しました。

コロナ禍で３年間は開催できず、２回は雨天

中止となりましたが、その５年間も含め、毎

年１，０００株ずつ我々メンバーで植樹を欠か

さず行って参りました。１０年間に植えた数は

スイセンが概算で１３，７００株、サクラが１２

本、サザンカ４本、スズランノキ３本、ロウ

バイ９本。地域の地権者の方にご了承ご協力

を頂きながら進めて参ったという背景でござ

います。併せて植栽エリアの草刈り・清掃も

定期的に何回かに分けて毎年取り組んで参り

ました。

　そして、２期目の中期計画プロジェクトに

なります。これ以外にもいろんな形で地域の

コミュニティー形成ということがあります。

 例えば、地域の環境整備の流れの中で「第

二区地区」のマップを作りました。

「駅からマップ」は美杉台や龍崖山等、まち

なかを中心に作ってきたのですが、第二区の

会員の方から、地域のことを地域の人が忘れ

てきており、継承できなくなっているという

話や、ハイキングに来た方が、天覧山、多峯

主山を抜けて「飯能アルプス」に至り、第二

区地域に下りていろいろ回られる方も居ると

のことで、第二区のマップを作ることになり

ました。

　マップを作るには１年間が調査、２年目に

制作ということで、２年掛かりで作りまして

第二区の子ども達や皆さんに配布しました。

さらに、歩く動線もマップ上に入れたのです

が、道標が無いということで、マップに連動

した道標を１８か所に設置しました。

　それから、地域の人達との交流、コミュニ

ティー形成が我々のもう１つの事業目的です

ので、いろんなハイキングイベントもこの年

度で２回程やりました。地域の子どもに「柏

木山って知ってる？」と聞くと「知らない」

と言うわけです。それなら柏木山に皆で登ろ

うよということで、子ども達を中心に保護者

の方達と登るイベントを行いました。

　どの地域も相当高齢化してきていて、ボラ

ンティア的な活動を担う人が少なくなってき

ているということもあり、他団体の支援・協

力が必要になってきたということですね。第

二区でやっている地域活性化のイベント「と

のやまマーケット」のお

手伝いをさせて頂いたり

第二地区スポーツ協会主

催「陽だまり・ふれあい

ウォーク」も運営に人手

が足らないというので、

我々のメンバーがお手伝

いさせて頂く、というよ

うな活動をして参りまし

た。

　スイセン等を植えた以

上、我々が責任をもって

維持管理、メンテナンス

を継続して行きますが、

ひと通り植樹は終わりま

したので、次のステップとして、来年度以降

の新しい事業「天覧山つつじ花公園づくりプ

ロジェクト」を立ち上げました。

　飯能市の中央公園には市民でも知っている

人の少ない、素晴らしい場所がありまして、

そこを「市の花」である「つつじ」を堪能で

きる場所にしようというものです。サクラが

終わったあとも、つつじが咲き誇る中央公園

になれば、市民やハイカーに楽しんで頂ける

のではないかと思います。つつじのメッカ、

初夏の風物詩となるよう「つつじ公園化」

「花公園」にすることを来年度以降５年間の

事業の中心に据えて参りたいと思います。

　飯能の固有種「ハンノウツツジ」は天覧山

付近で１９１９（Ｔ８）年に見つかった、ヤマツ

ツジとサツキの野生の交配種だそうです。探

してもなかなか見つからなかったのですが、

西武鉄道の「公益財団法人ほほえみの森財団」

が株をもっていまして、お願いして株を分け

て頂き、今年３月に公園の法面に植えまし

た。４月にはこのように咲いております。固

有種の保存活動にも繋げていきたいと考えて

おります。法面の上は駐車場です。非常に大

きな法面をもっていますので、赤、白、ピン

クの３色を植樹する計画です。

　ボランティアでここに花を植えている方

（Ｓ様）がいらっしゃいまして、以前ロータリ

アンだったという方で、一緒にやっていきま

しょうということになりました。

　このプロジェクトは飯能市の市民、団体、

事業者の参加を募り、飯能市を挙げて推進す

る計画になっております（以下１１項目）。

①研修の実施：塩船観音寺、薬王寺等へつつ

じを見に行ったり、座学研修等でつつじを知

る、勉強する。知識がないとケアできませ

ん。

②植樹計画の作成：どのような種類の何色の

花をどこにレイアウトするか。

③花壇の花計画：Ｓ様を中心に１年間の花壇

の四季の花計画を作って頂いて、つつじと同

時に花壇にも折々に花が咲くよう一緒に計画

する。

④植樹会：市民、団体、事業者の参加を募り

地域の子ども達を中心に大々的に植樹会を行

う。来年３月の実施予定。新井市長等にもご

出席頂いて賑々しくやっていきたい。

⑤広報：次年度以降も継続する事業のため、

皆に知ってもらうことが重要。チラシ（全戸

配布）、ＳＮＳ、市の広報関連等を使って募

集を行う。

⑥植樹のやり方の説明：開催前に参加者に対

して説明会を行う。

⑦次年度以降も植樹会を継続する：財源から

考え、予定では１０年計画。中期計画の５年

目で何とか形にしたい。

⑧組織づくり：植樹会参加者を中心に、植栽

の維持・保持・管理を目的とする組織を「ま

ちづくり推進委員会」とは別に結成する。

我々の組織が無くなっても長らく維持できる

ようにする。

⑨挿し木栽培：固有種ハンノウツツジは花壇

に挿し木栽培して苗木を作り、希望する市民

にお分けして、お庭に植えて頂くという流れ

にしたい。

⑩つつじ祭り：公園が完成したら「つつじ祭

り」を開催して、公園の認知と地域コミュニ

ティーの形成をして頂く。「サクラまつり」

に類する恒例祭になれば良い。

⑪記念碑：公園完成後、このプロジェクトの

意味と経緯、参加頂いた方への感謝を込めて

記念碑を設置する予定。

　我々も高齢化してきておりますが、頑張り

たいと思いますので、今後共ご協力の程よろ

しくお願い致します。


